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 養殖アワビは、一般的に「緑の貝殻色」をしているため、天然アワビの「赤褐色の
貝殻色」と比較されて、市場での価格が低く抑えられ、販路拡大の大きな障害となっ
ています。 
 そこで、品質の向上を目指して、天然アワビと同じ貝殻色をした養殖アワビの開発
に取り組みました。 

天然アワビ 
殻色：赤褐色 

養殖アワビ 
殻色：緑色 

原因は・・・食べているもの 
天然アワビ→褐藻類（コンブなど）、緑藻類（アオサなど）、         

         紅藻類（オゴノリなど） 

養殖アワビ→人工配合飼料、屑コンブ、ワカメなど 

 アワビは、紅藻類を特に好んで食べ、これに含まれるフィコビリンという色素成分が殻色を赤褐
色にします。しかし、養殖の場合は、安価で成長の良い褐藻類や緑藻類を給餌することが多く、高
価で成長の悪い紅藻類はほとんど使われません。 
 そこで、紅藻類のオゴノリを混合して飼育した結果、20～30％混ぜることで、成長や生残率の良

い、天然アワビと同じ殻色の養殖アワビを生産することができました。また、貝の肉質についても
遜色のないことが明らかになりました。 

褐藻類を
給餌 

オゴノリを
30％混合
して給餌 

殻色の変化 

肉質の評価 

オゴノリ
フィコエリスリン 1.54
フィコシアニン 1.10

アロフィコシアニン 0.50
合計 3.14

餌料中のフィコビリン含有量(μg/g)

本研究は、愛媛県農林水産研究所水産研究センターと共同で実施しました。 
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